
平成20年度 平成21年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成26年度

単位 実績 目標値 実績 目標値 目標値 目標値

定員数 1,505 1,590 1,635 1,711 1,711 1,711

特記

カ所数 11 13 13 13 15 17

特記

定員数 ― ― ― 111（72） 252（144）

カ所数 ― ― ― 1 2

特記

定員数 43 43 43 46 49 52

特記

定員数 203 218 218 228 228 228

カ所数 15 16 17 17 17 17

特記

幼児室　　10 幼児室　　10 幼児室　　10 幼児室　　10 幼児室　　10 幼児室　　10

児童室　　10 児童室　　10 児童室    10 児童室　　10 児童室　　10 児童室　　10

カ所数 1 1 1 1 1 1

特記

定員数 各室4人／日 各室4人／日 各室4人／日 各室4人／日 各室4人／日 各室4人／日

カ所数 3 3 3 3 3 3

特記 現状維持

病児・病後児保育事業

利用実績に基づき既存園の定員を見直すとともに、新規２園開設による定員拡大
を図った。（15人増）

トワイライトステイ事業

定員数

事業名

通常保育事業

現状維持

他の保育サービス

認証保育所

新規2園開設による定員拡大を図った。（130人増）

開設に向け整備を進めている。

2カ所誘致を行った。

43人の定員を確保するとともに、引き続き登録者の確保に努めている。

（計画書P108・109）

次世代育成支援行動計画　後期行動計画　２１年度実績

認定こども園

家庭福祉員

延長保育事業



平成20年度 平成21年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成26年度

単位 実績 目標値 実績 目標値 目標値 目標値事業名

（計画書P108・109）

次世代育成支援行動計画　後期行動計画　２１年度実績

定員数 420 420 415 420 420 420

カ所数 7 7 7 7 7 7

特記

カ所数 5 5 5 5 5 6

特記

定員数
乳幼児室
10

乳幼児室
10

乳幼児室
10

乳幼児室
10

乳幼児室
10

計　30

幼児室
10

幼児室
10

幼児室
10

幼児室
10

幼児室
10

カ所数 1 1 1 1 1 2

特記

定員数
養護施設
1

養護施設
1

養護施設
1

養護施設
1

養護施設
1

養護施設
1

乳児院
1

乳児院
1

乳児院
1

乳児院
1

乳児院
1

乳児院
1

カ所数 2 2 2 2 2 2

特記

カ所数 1 1 1 1 1 1

特記

カ所数 ― ― ― ― ― ―

特記 　通常保育事業内で対応

― ― ― ― ― ― ―

特記 　認証保育所で対応

― ― ― ― ― ― ―

特記 　認証保育所で対応

一時保育（預かり）

現状維持

地域子育て支援拠点
事業

月島児童館学童クラブ定員の臨時的拡大をH20年度の＋10名から＋5名とした。

放課後児童健全育成
事業

（未実施）

特定保育事業

現状維持

現状維持

現状維持

ショートステイ事業

ファミリー・サポート・セ
ンター事業

※　個別施策（重点事業）の実施状況については、次ページ以降をご覧ください。

（未実施）

休日保育事業

（未実施）

夜間保育事業



 個別施策（重点事業）の平成２１年度事業実績 

 
 

（１）乳幼児期 

① 地域における出産・子育て支援 

ア 安心して子どもを産み育てるための支援 

【重点事業】                               （計画書 19 頁） 

施策名 事業内容 

●出産をめぐる環境の整

備 

身近な地域でかつ利用しやすい費用で分娩できる産科施設を確保する

とともに、周産期の母親や家族の支援を行っていきます。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉保健部管理課 

｢中央区分娩施設開設費補助金交付要綱｣に基づき、財団法人聖路加

国際病院に対し新たに出産施設を開設するための経費の一部を補

助し、身近な地域でかつ安心して利用できる産科施設が確保できま

した。１９床で年間８００人程度の出産が可能となります。 

平成２１年度補助額 ５０，２９７千円 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・産科施設開設支

援 

・周産期母子医療

センターと地域

の診療所の連携

検討 

・産科施設開設 

19 床 

・同左 

・産科施設 

19 床 

・同左 

・産科施設 

19 床 

・周産期母子医療センターと地域の診療所の

連携 
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【重点事業】        （計画書 20頁） 

施策名 事業内容 

●子どもの事故予防対策 

 

子どもの事故のサーベイランスの結果を関係機関と共有し広く啓発す

るとともに、事故予防についての集団教育（11カ月児・１歳６カ月児）・

講習会などの実施や啓発コーナーの設置を行います。 

21 年度実施状況等 

所管課  

健康推進課 

日本橋保健ｾﾝﾀｰ 

月島保健センター 

子ども家庭支援センター 

・「子どもの事故サーベイランス」と「ひやりはっと調査」を平成２０

年度から２１年度の２年間実施し、子どもの子育て中の事故の実態把

握とその原因・事故防止方法の分析を行い結果を取りまとめた。 

・保健所・保健センターでは、調査結果を新生児訪問（738 件）や健

康福祉まつり（40 人）で普及啓発するとともに、「子どもの事故の講

演会」（１回 12 名）を実施した。 

・子ども家庭支援センターや児童館では、事故予防やケガの応急手当・

救命法などをテーマにした子育て支援講座や「あかちゃん天国」講座

を実施した。（11 回、親子等計 177 名の参加） 

[健康推進課 決算額 303 千円] 

[日本橋保健センター 決算額 303 千円] 

[月島保健センター 決算額 436 千円] 

 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・サーベイランス

の調査結果を集

計・分析し、ＨＰ

掲載 

・保健所や子ども

家庭支援センタ

ーに啓発コーナ

ー設置 

・11 カ月児、１歳

６カ月児に対す

る集団教育や講

習会などの継続 

・子育て関係機関

（庁内）が情報を

共有するための

体制整備 

・調査結果をもと

に講習会、イベン

トでの体験型プ

ログラムを作成

し、普及啓発を推

進する 

・サーベイランス

の見直し検討 

・同左 

・評価・継続 ・継続 
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【重点事業】        （計画書 20頁） 

施策名 事業内容 

●認可保育所等の整備 

保育環境の一層の充実を図るとともに、保護者の就労形態の多様化に伴

うさまざまな保育ニーズに応えるため、認可保育所・認証保育所・認定

こども園を整備します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子育て支援課 

・平成２１年８月に十思保育園（区立・８５人）を開設し、さらに、

１０月には認可のアスク晴海三丁目保育園（私立・４５人）を誘致

しました。また、旧月島土木詰所を活用した認証保育所（３０人）

や晴海三丁目における再開発事業の中で認証保育所（４５人）を誘

致しました。 

・保育所用地の確保が困難な状況ですが、公共施設の空スペースの

活用や再開発事業の中で保育所スペースを確保できるよう働きか

けるなど、様々な手法を用いて保育所整備を進めます。 

前期の取組 

21 年度(当初計画) 22 年度(当初計画) 23 年度(当初計画)
後期（24～26 年度）の取組（当初計画） 

・認可保育所 

16 園 

（新規１園増） 

・認証保育所 

13 カ所 

（新規２カ所増） 

・認定こども園 

－ 

・認可保育所 

17 園 

（新規１園増） 

・認証保育所 

13 カ所 

 

・認定こども園 

― 

・認可保育所 

17 園 

 

・認証保育所 

15 カ所 

（新規２カ所増）

・認定こども園 

新規１カ所 

・認可保育所 

17 園 

 

・認証保育所 

17 カ所 

（新規２カ所増） 

・認定こども園 

２カ所 

（新規１カ所増） 

 

※第三次保健医療福祉計画策定後の新たな取り組み 

前期の取組 

21 年度（実績） 22 年度（変更） 23 年度（変更）
後期（24～26 年度）の取組（変更） 

・認可保育所 

17 園 

（新規２園増） 

・認証保育所 

13 カ所 

（新規２カ所増） 

・認定こども園 

－ 

・認可保育所 

19 園 

（新規２園増、

改築２園、分園

設置１園） 

・認証保育所 

16 カ所 

（新規３ケ所増、

改築２園） 

・認定こども園 

（新規 1カ所） 

・認可保育所 

20 園 

（新規１園増、改

築１園） 

・認証保育所 

16 カ所 

・認定こども園 

１カ所 

・認可保育所 

20 園 

 

・認証保育所 

16 カ所 

 

・認定こども園 

２カ所 

（新規１カ所増） 
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イ 親の仲間づくりの場の整備 

【重点事業】            （計画書 21～22 頁） 

施策名 事業内容 

●親子の交流の場の整備

とＰＲ 

育児の孤立化による育児負担感や不安感を解消するために気軽に参加

することができるよう、「乳幼児クラブ」や「あかちゃん天国」などを

増設し、身近な地域における親子の交流の場の整備や、育児グループの

育成に取り組んでいきます。また、「あかちゃん天国」などの親子の交

流の場の積極的なＰＲを展開します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

乳幼児クラブ実績 

実施回数：７４９回（０歳児：毎週火曜日、１歳児：毎週木曜日、

２歳児以上：毎週金曜日に実施） 

在籍者数：１，２９０名（子どものみ） 

利用者数：３５，５８５名（子ども及び保護者合計数） 

 

あかちゃん天国実績    73,762名（子ども及び保護者合計数）

 

決算額      乳幼児クラブ：３９１千円 

あかちゃん天国：２５，０２１千円 

利用者意見 

乳幼児クラブ：「同年齢の子どもが集うので、子ども同士がお互いに

刺激になり、親同士も情報収集ができる」「地域の中で同じ年齢の友

達ができてよかった」などの声が、保護者から寄せられています。

あかちゃん天国：「ちょっとしたことでも気軽に相談でき、不安が解

消された」「先輩ママからの身近なアドバイスが参考になった」「子

育ての息抜きの場になっている」などの声が、利用者から寄せられ

ています。 

 

事業課評価 

乳幼児クラブ：親の交流の場となり、子育てに関する気軽な相談窓

口となっている現状から、より身近な地域の子育て支援の場となっ

ています。 

乳児を持つ保護者にとっては、子育ての不安解消の要素が大きく、

幼児とその保護者にとっては、幼稚園入園に向けた集団参加の第一

歩として有意義な活動となっています。 

あかちゃん天国：土・日曜日にはお父さんも一緒に利用される姿が

多く、親子の交流の場となっていることがうかがえるとともに、育

児に関する相談も気軽に寄せられるなど、本事業が地域の子育て世

帯の「親力」の向上に強く結びついていくものと認識しています。

また、あかちゃん天国のＰＲのため平成２１年１２月から、区ホ

ームページに月ごとの行事予定等を掲載しています。今後は、より

多くの情報を積極的に発信し、事業等の周知徹底に努めていきます。

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・乳幼児クラブ 

（児童館７カ所） 

・あかちゃん天国 

（５カ所） 

・あかちゃん天国

の行事予定を月

ごとに区のホー

ムページに掲載 

・同左 

 

・同左 

 

・同左 

・同左 

 

・同左 

 

・同左 

・増設１カ所（平成 24年度） 

 

・増設１カ所（平成 24年度） 

 

・同左 
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【重点事業】        （計画書 22頁） 

施策名 事業内容 

●子どもと家庭の相談体

制の充実 

｢子ども家庭支援センター」において、保健･心理･福祉などの相談員に

よる「子どもと子育て家庭の総合相談」を継続し個別に適切な支援を行

います。また、悩みや問題をより身近なところで相談できる体制を整え

るために、地域の児童館で子育て相談を実施します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

子どもと子育て家庭の総合相談 

 受理件数２３０件（総合相談延件数１，８７７件） 

児童館巡回相談 ８５回 （相談延件数１４５件） 

 

相談事業決算額 

  １４，１９５千円 

 

利用者意見 

子ども家庭支援センターには、「きらら中央の事業をぜひ利用し

たいと思った。」、「育児の不安を気軽に相談できた。」、「相談員のア

ドバイスがとても参考になった。」といった声が利用者から寄せら

れています。 

また、児童館の利用者からは、「児童館の先生はいつでも気軽に

相談できて、心強い。」、「子育ての悩みを聞いてもらえる、ほっと

する場所。」との声が寄せられています。 

 

事業課評価 

子ども家庭支援センター「きらら中央」で実施している、「子ど

もと子育て家庭の総合相談」の相談受付日を、年々増加する相談に

迅速に対応できるよう、土日にも拡大しました。いつでも気軽に子

育てに関する相談が受けられる窓口として、区民に周知されつつあ

ります。 

今後も、子どもと子育て家庭のあらゆる相談に対応するととも

に、必要に応じて、専門機関やサービスの紹介等を行います。 

「きらら中央」の相談員による児童館巡回相談については、育児

に関する相談が気軽に寄せられており、育児不安の軽減につながっ

ていると考えています。経験豊富な相談員が児童館を巡回すること

により地域で子どもを見守る体制が強化され、専門機関やサービス

の紹介等適切な支援につなげられています。 

児童館での子育て相談の実施については、地域の身近な相談窓口

としての役割を十分に果せるように、職員の資質の向上を図るとと

もに、区民の皆様へのＰＲに努めます。 

今後も児童館との連携を強化し、必要な支援を継続して行ってい

きます。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・子どもと子育て

家庭の総合相談

の実施（通年で相

談員の配置） 

・児童館での子育

て相談の実施（7

カ所） 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・増設１カ所 

（平成 24年度） 
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エ 保育サービス等の充実 

【重点事業】        （計画書 24頁） 

施策名 事業内容 

●保育定数の拡大 

保育園待機児の解消を図るとともに、子どもの育ちや保護者の就労形態

にあった保育サービスの提供が可能となるよう、認可保育所や認証保育

所の増設、認定こども園の新設、家庭福祉員の増員を行います。 

21 年度実施状況等 

所管課 子育て支援課 

・十思スクエア（旧十思小学校）の空スペースを活用して区立認可

保育所を新設し、８５人の定員増を行いました。さらに晴海地区に

私立認可保育所（４５人）を誘致し、合計１３０人の定員の拡大を

図るとともに、認証保育所を２箇所（合計７５人）誘致しました。

・雇用環境の悪化や乳幼児人口の増加に伴い、保育所定員を上回る

入所申込みがあり、さらなる定員拡大が必要です。 

前期の取組 

21 年度(当初計画) 22 年度(当初計画) 23 年度(当初計画)
後期（24～26 年度）の取組（当初計画） 

・認可保育所 

  1,590 人（新

規１園 85人増） 

 

・認証保育所 

  428 人（新規

２カ所 70人増） 

 

 

 

 

・家庭福祉員 

  43 人 

・認可保育所 

  1,711 人（新

規１園 60 人増、

改築２園61人増） 

・認証保育所 

  428 人 

 

 

 

 

 

・家庭福祉員 

  46 人 

・認可保育所 

  1,711 人 

 

 

・認証保育所 

  488 人（新規

２カ所 60人増）

・認定こども園 

  111（72）人

（新規 1カ所 

111（72）人増）

・家庭福祉員 

  49 人 

・認可保育所 

1,711 人 

 

 

・認証保育所 

548 人 

（新規２カ所 60人増） 

・認定こども園 

252（144）人 

（新規１カ所 141（72）人増） 

・家庭福祉員 

52 人 

 

※第三次保健医療福祉計画策定後の新たな取り組み 

前期の取組 

21 年度（実績） 22 年度（変更） 23 年度（変更）
後期（24～26 年度）の取組（変更） 

・認可保育所 

  1,635 人（新

規２園 130 人増） 

 

・認証保育所 

  433 人（新規

２カ所 75人増） 

 

 

 

 

・家庭福祉員 

  43 人 

・認可保育所 

  1,871 人（新

規２園 130 人

増、改築２園 61

人増、分園 1園

45 人増） 

・認証保育所 

  616 人 

（新規３ケ所 120

人、改築・定員

変更 40人） 

・認定こども園 

  111（99）人 

・家庭福祉員 

  46 人 

・認可保育所 

  1,972 人（新

規１園60人増、

改築１園 41 人

増） 

 

・認証保育所 

  616 人 

 

・認定こども園 

  111（99）人

 

・家庭福祉員 

  49 人 

・認可保育所 

1,972 人 

 

 

・認証保育所 

616 人 

 

・認定こども園 

252（171）人 

（新規１カ所 141（72）人増） 

 

・家庭福祉員 

52 人 

※ 認定こども園の定数のうち（  ）内は、長時間保育のみで、短時間保育の定数は含まない。 
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【重点事業】        （計画書 25頁） 

施策名 事業内容 

●一時預かり保育の拡充 
就労形態の多様化や緊急時の保育に対する区民のニーズに応えるた

め、一時預かり保育の設置場所を増やし、定員数を拡充します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

一時預かり保育利用実績 

  延利用者数：４，１２４名 

  （内訳 ０～１歳：２，５９１名、２～６歳：１，５３３名）

 

決算額 

  ４１，４６１千円 

 

利用者意見 

 「（母親の）急な入院があり、一時預かり保育が利用できて本当

に助かった」「集団ではなかなか遊べない子どもだったが、リラッ

クスして遊べるようになった」といった声が寄せられています。 

 

事業課評価 

前年度と比較し、延べ約４００名の利用者が増えています。ライ

フスタイルの多様化や核家族化などのため、一時的に子どもの保育

ができず、子どもの預け先に困った場合などに本事業が応えている

と思われます。ゆとりと安心感をもって日常の子育てを行うことが

でき、保護者も子育てに喜びを感じられるものと考えます。 

 平成２２年度からは、保護者の急な入院等に対応するため、通常

の一時保育とは別に緊急保育を開始しました。また、日本橋地域に

住む保護者の利便性を考え、平成２２年９月から日本橋区民センタ

ー内に分室を整備しました。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

子ども家庭支援

センター 

定員 

０～１歳：10人 

２～６歳（未就学

児まで）：10人 

子ども家庭支援

センター 

一時保育定員 

０～１歳：10人 

２～６歳（未就学

児まで）：10人 

緊急保育定員 

０～６歳（未就学

児まで）：２人 

 

日本橋分室（９月

１日から） 

一時保育定員 

０～６歳（未就学

児まで）：５人 

緊急保育定員 

０～６歳（未就学

児まで）：１人 

同左 １カ所増設（平成 26年度） 
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② 要保護児童への対応の充実 

ア 児童虐待防止対策の強化 

【重点事業】            （計画書 27～28 頁） 

施策名 事業内容 

●児童虐待防止と対応の

強化 

児童虐待の予防、早期発見や子どもの適切な保護のために、「子ども家

庭支援センター」や、センターを調整機関とした「要保護児童対策地

域協議会」の運営を推進します。協議会は、区や児童相談センター、

学校や警察、人権擁護機関など関係機関と、民生・児童委員や福祉団

体などから構成され、相互に連絡を取り合い、情報の交換や支援に関

する協議を行うことで、児童虐待を防止します。また、児童虐待防止

に向けた普及啓発を強化します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

要保護児童対策地域協議会：年１回 

実務者会議：年４回 

個別ケース検討会議：年１２回 

要保護児童対策事業決算額 １２千円 

利用者意見 

区民向けリーフレットを配布したところ、「児童虐待について分か

りやすくまとめてある。」、「虐待を受けた子どもが発見された後の

対応の流れが理解できた。」などの声が寄せられています。 

事業課評価 

区民向けリーフレットを約 10,000 部、関係機関向けパンフレ

ットを約９００部作成・配布し、児童虐待に対する意識啓発に努め、

虐待防止について協力を呼びかけました。また「子どもほっとライ

ン」を利用した通報も年々増加しており、区民に周知されてきてい

ることがうかがえます。 

虐待を受けている子ども等への関係機関のネットワークである

「要保護児童対策地域協議会」の機能強化を図るため、協議会の枠

組の中で開催される実務者会議で、スーパーバイザーを招いた研修

や事例検討を行いました。引き続き、協議会を中心に関係機関の連

携強化を図るとともに、特に綿密な連携を必要とする児童相談所と

は、ケース連絡会及び被虐待ケースの確認を定期的に実施していき

ます。 

また、平成２２年度より児童福祉法の一部改正を受けて、児童虐

待に関してリスクの高い家庭を早期に発見し、適切な養育環境の維

持・改善及び養育力の向上をめざした「養育支援訪問事業」を開始

し、今後も児童虐待防止の対応の強化に努めていきます。 

【子どもほっとライン】中央区要保護児童対策地域協議会 

電話０３－３５３４－２２２８ 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・「子どもほっと

ライン」の設置 

・「要保護児童対

策地域協議会」の

運営 

・児童虐待対応ハ

ンドブックの配

布 

・ 児童虐待防止

リーフレット

の配布 

・同左 

 

・同左 

 

 

・同左 

 

・同左 

・養育支援訪問 

事業  

・同左 

 

・同左 

 

 

・同左 

 

・ 同左 

・養育支援訪問 

事業  

・同左 

 

・同左 

 

 

・同左 

 

・同左 

・ 児童虐待対応事例集の作成 

・同左 
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【重点事業】             

施策名 事業内容 

●親子の交流の場の整備

とＰＲ（再掲） 

育児の孤立化による育児負担感や不安感を解消するために気軽に参加

することができるよう、「乳幼児クラブ」や「あかちゃん天国」などを

増設し、身近な地域における親子の交流の場の整備や、育児グループの

育成に取り組んでいきます。また、「あかちゃん天国」などの親子の交

流の場の積極的なＰＲを展開します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

乳幼児クラブ実績 

実施回数：７４９回（０歳児：毎週火曜日、１歳児：毎週木曜日、

２歳児以上：毎週金曜日に実施） 

在籍者数：１，２９０名（子どものみ） 

利用者数：３５，５８５名（子ども及び保護者合計数） 

 

あかちゃん天国実績    73,762名（子ども及び保護者合計数）

 

決算額      乳幼児クラブ：３９１千円 

あかちゃん天国：２５，０２１千円 

利用者意見 

乳幼児クラブ：「同年齢の子どもが集うので、子ども同士がお互いに

刺激になり、親同士も情報収集ができる」「地域の中で同じ年齢の友

達ができてよかった」などの声が、保護者から寄せられています。

あかちゃん天国：「ちょっとしたことでも気軽に相談でき、不安が解

消された」「先輩ママからの身近なアドバイスが参考になった」「子

育ての息抜きの場になっている」などの声が、利用者から寄せられ

ています。 

 

事業課評価 

乳幼児クラブ：親の交流の場となり、子育てに関する気軽な相談窓

口となっている現状から、より身近な地域の子育て支援の場となっ

ています。 

乳児を持つ保護者にとっては、子育ての不安解消の要素が大きく、

幼児とその保護者にとっては、幼稚園入園に向けた集団参加の第一

歩として有意義な活動となっています。 

あかちゃん天国：土・日曜日にはお父さんも一緒に利用される姿が

多く、親子の交流の場となっていることがうかがえるとともに、育

児に関する相談も気軽に寄せられるなど、本事業が地域の子育て世

帯の「親力」の向上に強く結びついていくものと認識しています。

また、あかちゃん天国のＰＲのため平成２１年１２月から、区ホ

ームページに月ごとの行事予定等を掲載しています。今後は、より

多くの情報を積極的に発信し、事業等の周知徹底に努めていきます。

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・乳幼児クラブ 

（児童館７カ所） 

・あかちゃん天国 

（５カ所） 

・あかちゃん天国

の行事予定を月

ごとに区のホー

ムページに掲載 

・同左 

 

・同左 

 

・同左 

・同左 

 

・同左 

 

・同左 

・増設１カ所（平成 24年度） 

 

・増設１カ所（平成 24年度） 

 

・同左 
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【重点事業】         

施策名 事業内容 

●子どもと家庭の相談体

制の充実（再掲） 

｢子ども家庭支援センター」において、保健･心理･福祉などの相談員に

よる「子どもと子育て家庭の総合相談」を継続し個別に適切な支援を行

います。また、悩みや問題をより身近なところで相談できる体制を整え

るために、地域の児童館で子育て相談を実施します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

子どもと子育て家庭の総合相談 

 受理件数２３０件（総合相談延件数１，８７７件） 

児童館巡回相談 ８５回 （相談延件数１４５件） 

 

相談事業決算額 

  １４，１９５千円 

 

利用者意見 

子ども家庭支援センターには、「きらら中央の事業をぜひ利用し

たいと思った。」、「育児の不安を気軽に相談できた。」、「相談員のア

ドバイスがとても参考になった。」といった声が利用者から寄せら

れています。 

また、児童館の利用者からは、「児童館の先生はいつでも気軽に

相談できて、心強い。」、「子育ての悩みを聞いてもらえる、ほっと

する場所。」との声が寄せられています。 

 

事業課評価 

子ども家庭支援センター「きらら中央」で実施している、「子ど

もと子育て家庭の総合相談」の相談受付日を、年々増加する相談に

迅速に対応できるよう、土日にも拡大しました。いつでも気軽に子

育てに関する相談が受けられる窓口として、区民に周知されつつあ

ります。 

今後も、子どもと子育て家庭のあらゆる相談に対応するととも

に、必要に応じて、専門機関やサービスの紹介等を行います。 

「きらら中央」の相談員による児童館巡回相談については、育児

に関する相談が気軽に寄せられており、育児不安の軽減につながっ

ていると考えています。経験豊富な相談員が児童館を巡回すること

により地域で子どもを見守る体制が強化され、専門機関やサービス

の紹介等適切な支援につなげられています。 

児童館での子育て相談の実施については、地域の身近な相談窓口

としての役割を十分に果せるように、職員の資質の向上を図るとと

もに、区民の皆様へのＰＲに努めます。 

今後も児童館との連携を強化し、必要な支援を継続して行ってい

きます。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・子どもと子育て

家庭の総合相談

の実施（通年で相

談員の配置） 

・児童館での子育

て相談の実施（7

カ所） 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・増設１カ所 

（平成 24年度） 
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イ 障害があるなど配慮を必要とする子どもへの支援の充実 

【重点事業】                         （計画書 29～30 頁） 

施策名 事業内容 

●発達障害への早期対応 

子どもに関する施設・機関、特に「保健所・保健センター」、「福祉セン

ター」、「教育センター」、「東京都発達障害者支援センター（トスカ）」

などにおいて、相互に情報を共有して連携を図り、発達障害の早期対応

の強化を図ります。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉センター 

福祉センターに、子ども発達障害相談専属の常勤保健師を配置する

など相談体制を強化し早期発見、早期支援体制の充実を図りまし

た。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

子ども発達相談

体制の強化等、早

期発見･早期支援

体 

制を充実 

関係部署の連携

による情報の共

有および役割分

担の明確化 

同左  

 

【重点事業】        （計画書 30頁） 

施策名 事業内容 

●職員のスキルの向上と

体制の整備 

発達障害に関わりのある施設・機関の職員が研修等を通じてスキルの向

上を図ることにより、子どもや保護者が安心して適切な支援を受けるこ

とができるような環境づくりと体制を整備します。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉センター 

発達障害の知識を深めるため外部の専門研修への参加を通じて職

員のスキルの向上を図りました。さらに、専門研修に参加した職員

が職場全体に周知徹底をして知識を深めました。 

研修内容 

①実践セミナー 「気になる」子への保育・教育 

②秋のセミナー 評価をふまえた「気になる」子への保育教育 

決算額 ２２，４５０円(受講料)  

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

発達障害の知識

を深めるための

具体的な方法等

を検討 

施設・機関の職員

の専門研修への

参加、講演会の開

催 

同左  
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【重点事業】                               （計画書 30 頁） 

施策名 事業内容 

●子どもの総合的な発達

相談・療育・指導体制の整

備 

福祉センターで実施している保育所等への巡回相談・指導を教育相談員

との連携を図りつつ充実するとともに、児童デイサービスの拡充など障

害のある子どもへのサービス等の支援のあり方についても区内のニー

ズを踏まえ検討します。 

また、子どもにとっての適切な就学について、保護者と教育機関が早い

段階から相談できる体制を整備します。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉センター 

保育所等と連携を図り、巡回指導の回数増の要望に応えました。 

就学については、学務課と就学相談の連携を図っています。 

平成 21 年度巡回相談実績 巡回指導件数 １８０回 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

発達に関する相

談や保育園等へ

の巡回相談・指導

について、関係機

関等の役割や連

携の方法を検討 

統一的・継続的な

相談･支援のた

め、関係機関等に

よる連携体制の

構築 

同左 ・教育相談員等各機関の役割分担や連携を見

直し、巡回体制の強化や対象となる子どもの

速やかな把握、保護者に対する的確なアドバ

イス等を実施 

・福祉センターにおける子ども発達相談･指

導の充実と児童デイサービスとの連携強化

による総合的な相談・療育・指導体制づくり

12 



（２）学齢期・思春期 

① 子どもの健やかな成長のための教育環境等の整備 

ア 「生きる力」を育む教育体制の推進 
 

【重点事業】        （計画書 35頁） 

施策名 事業内容 

●乳幼児親子との交流の

推進 

児童館を利用する小学生等が乳幼児の親子とのふれあいを通じて命や

家族の大切さを理解し、幼い子どもに対して思いやりをもって接するこ

とができるよう、「あかちゃん天国」において小学生が乳幼児のお世話

をするキッズボランティア活動を推進します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

平成 21 年度は、新型インフルエンザが流行したため、感染予防の

観点から各館とも活動を自粛しました。 

 実施した館 ２館 

 実施延回数 １９回 

 延人数   ５５人（キッズボランティア） 

 

利用者の意見 

「最初はどうやって接してよいかわからなかったが、先生やお母さ

んに教えてもらい抱っこしたり、一緒に遊ぶことができ楽しかっ

た。」、「乳幼児のお母さんに褒められ嬉しかった。」、「あかちゃんと

遊べる機会がないので楽しかった。」などの声が、参加したキッズ

ボランティアから寄せられています。また、乳幼児の保護者からは、

「日頃、大人の中にいるので小学生のお兄さん・お姉さんに遊んで

もらっていい経験ができた。」、「子どもがとても喜んでいたので兄

弟がいるといいなと感じた。」などの声が寄せられています。 

 

事業課評価 

子育て交流サロン「あかちゃん天国」内のキッズボランティア活動

は、新型インフルエンザ流行の影響により活動を自粛したため、計

画どおり活動ができませんでした。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

キッズボランテ

ィア活動（４カ

所） 

同左 同左 １カ所増設（平成 24年度） 
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イ 特別支援教育の推進 
 

【重点事業】        （計画書 37頁） 

施策名 事業内容 

●特別な支援を必要とす

る児童・生徒への支援 

自閉症やＬＤ、ＡＤ／ＨＤなど、通常の学級に在籍しながら一部特別な

指導を必要とする児童・生徒に対して、専門家による支援を行います。

また、特別支援学校に就学している児童・生徒と区立小中学校に就学し

ている児童・生徒が交流活動を行う副籍制度を実施し、相互理解を推進

します。 

21 年度実施状況等 

所管課 学務課・指導室 

晴海中学校に通級指導学級を設置し、特別支援教育アドバイザーに

よる巡回指導を小中学校で年３回、幼稚園で年１回、特別支援学級

で年２回実施しました。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・小学校通級指導

学級（情緒障害

等）の運営 

・中学校通級指導

学級（情緒障害

等）を設置１校 

・特別支援教育ア

ドバイザーによ

る巡回指導 

小学校 年３回 

中学校 年３回 

幼稚園 年１回 

特別支援学級 

年 2回 

・専任教育相談員

（臨床心理士等）

等の派遣 

小学校 週１回 

中学校 週１回 

幼稚園・保育園 

月２回 

・副籍制度の実施 

・同左 

 

 

・中学校通級指導

学級の運営 

 

・同左 

 

 

 

 

 

 

 

・同左 

 

 

 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

・中学校通級指導

学級の運営 

 

・同左 

 

 

 

 

 

 

 

・同左 

 

 

 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

・同左 

 

 

・実績に応じ、派遣回数等の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

・実績に応じ、派遣回数等の見直し 

 

 

 

 

 

 

・同左 
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ウ 家庭と地域における教育力の向上 
 

【重点事業】        （計画書 39頁） 

施策名 事業内容 

●児童館の増設 

放課後の子どもたちの居場所を推進していくために、児童館の増設を行

います。また、「学童クラブ」と「プレディ」について、その機能やあ

り方についての検討を進めます。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

平成 24 年度増設予定の児童館の基本設計を平成 21 年度に行い

ました。 

決算額  ３６，２２５千円 

また、「学童クラブ」と「プレディ」については、それぞれの役割

分担や機能の分析を行いながら、今後も引き続き検討を行います。

事業課評価 

児童館の増設については、計画どおり進んでいます。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

児童館 ７カ所 同左 同左 １カ所増設（平成 24年度） 
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【重点事業】         

施策名 事業内容 

●子どもと家庭の相談体

制の充実（再掲） 

｢子ども家庭支援センター」において、保健･心理･福祉などの相談員に

よる「子どもと子育て家庭の総合相談」を継続し個別に適切な支援を行

います。また、悩みや問題をより身近なところで相談できる体制を整え

るために、地域の児童館で子育て相談を実施します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

子どもと子育て家庭の総合相談 

 受理件数２３０件（総合相談延件数１，８７７件） 

児童館巡回相談 ８５回 （相談延件数１４５件） 

 

相談事業決算額 

  １４，１９５千円 

 

利用者意見 

子ども家庭支援センターには、「きらら中央の事業をぜひ利用し

たいと思った。」、「育児の不安を気軽に相談できた。」、「相談員のア

ドバイスがとても参考になった。」といった声が利用者から寄せら

れています。 

また、児童館の利用者からは、「児童館の先生はいつでも気軽に

相談できて、心強い。」、「子育ての悩みを聞いてもらえる、ほっと

する場所。」との声が寄せられています。 

 

事業課評価 

子ども家庭支援センター「きらら中央」で実施している、「子ど

もと子育て家庭の総合相談」の相談受付日を、年々増加する相談に

迅速に対応できるよう、土日にも拡大しました。いつでも気軽に子

育てに関する相談が受けられる窓口として、区民に周知されつつあ

ります。 

今後も、子どもと子育て家庭のあらゆる相談に対応するととも

に、必要に応じて、専門機関やサービスの紹介等を行います。 

「きらら中央」の相談員による児童館巡回相談については、育児

に関する相談が気軽に寄せられており、育児不安の軽減につながっ

ていると考えています。経験豊富な相談員が児童館を巡回すること

により地域で子どもを見守る体制が強化され、専門機関やサービス

の紹介等適切な支援につなげられています。 

児童館での子育て相談の実施については、地域の身近な相談窓口

としての役割を十分に果せるように、職員の資質の向上を図るとと

もに、区民の皆様へのＰＲに努めます。 

今後も児童館との連携を強化し、必要な支援を継続して行ってい

きます。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・子どもと子育て

家庭の総合相談

の実施（通年で相

談員の配置） 

・児童館での子育

て相談の実施（7

カ所） 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・増設１カ所 

（平成 24年度） 
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【重点事業】        （計画書 39頁） 

施策名 事業内容 

●出前講座の開催 
「元気高齢者人材バンク」の登録者が保育園等に出向き、その知識や経

験を活かして子どもが興味を持つ講座を開催します。 

21 年度実施状況等 

所管課 高齢者福祉課 

講座の実施に向けて、内容、実施場所及び人材バンク登録者の特技

等を活かすための方策等を検討しました。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

取組の検討 実施 同左 同左 

 

 

 

エ こころと体の健康づくり 
 

【重点事業】                               （計画書 41 頁） 

施策名 事業内容 

●総合型地域スポーツク

ラブの育成 

子どもの体力づくりから高齢者の健康づくりまで、さまざまな目的に応

じて楽しみ、世代を超えて交流できる場として、地域住民により主体的

に運営される「地域型スポーツクラブ」の育成を図ります。 

21 年度実施状況等 

 

所管課 スポーツ課 

体育指導委員を中心に「子どもから高齢者までスポーツを通じて交流

できる場」となる「地域スポーツクラブ」設立にむけた検討を行いま

した。（月１回程度）今後は具体的な内容の検討を進めます。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

地域スポーツク

ラブ設立に向け

た検討 

地域スポーツク

ラブの育成 

同左 同左 
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② 要保護児童への対応の充実 

ア 児童虐待防止対策の強化（再掲） 

【重点事業】             

施策名 事業内容 

●児童虐待防止と対応の

強化（再掲） 

児童虐待の予防、早期発見や子どもの適切な保護のために、「子ども家

庭支援センター」や、センターを調整機関とした「要保護児童対策地

域協議会」の運営を推進します。協議会は、区や児童相談センター、

学校や警察、人権擁護機関など関係機関と、民生・児童委員や福祉団

体などから構成され、相互に連絡を取り合い、情報の交換や支援に関

する協議を行うことで、児童虐待を防止します。また、児童虐待防止

に向けた普及啓発を強化します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

要保護児童対策地域協議会：年１回 

実務者会議：年４回 

個別ケース検討会議：年１２回 

要保護児童対策事業決算額 １２千円 

利用者意見 

区民向けリーフレットを配布したところ、「児童虐待について分か

りやすくまとめてある。」、「虐待を受けた子どもが発見された後の

対応の流れが理解できた。」などの声が寄せられています。 

事業課評価 

区民向けリーフレットを約 10,000 部、関係機関向けパンフレ

ットを約９００部作成・配布し、児童虐待に対する意識啓発に努め、

虐待防止について協力を呼びかけました。また「子どもほっとライ

ン」を利用した通報も年々増加しており、区民に周知されてきてい

ることがうかがえます。 

虐待を受けている子ども等への関係機関のネットワークである

「要保護児童対策地域協議会」の機能強化を図るため、協議会の枠

組の中で開催される実務者会議で、スーパーバイザーを招いた研修

や事例検討を行いました。引き続き、協議会を中心に関係機関の連

携強化を図るとともに、特に綿密な連携を必要とする児童相談所と

は、ケース連絡会及び被虐待ケースの確認を定期的に実施していき

ます。 

また、平成２２年度より児童福祉法の一部改正を受けて、児童虐

待に関してリスクの高い家庭を早期に発見し、適切な養育環境の維

持・改善及び養育力の向上をめざした「養育支援訪問事業」を開始

し、今後も児童虐待防止の対応の強化に努めていきます。 

【子どもほっとライン】中央区要保護児童対策地域協議会 

電話０３－３５３４－２２２８ 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・「子どもほっと

ライン」の設置 

・「要保護児童対

策地域協議会」の

運営 

・児童虐待対応ハ

ンドブックの配

布 

・ 児童虐待防止

リーフレット

の配布 

・同左 

 

・同左 

 

 

・同左 

 

・同左 

・養育支援訪問 

事業  

・同左 

 

・同左 

 

 

・同左 

 

・ 同左 

・養育支援訪問 

事業  

・同左 

 

・同左 

 

 

・同左 

 

・同左 

・ 児童虐待対応事例集の作成 

・同左 
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【重点事業】             

施策名 事業内容 

●親子の交流の場の整備

とＰＲ（再掲） 

育児の孤立化による育児負担感や不安感を解消するために気軽に参加

することができるよう、「乳幼児クラブ」や「あかちゃん天国」などを

増設し、身近な地域における親子の交流の場の整備や、育児グループの

育成に取り組んでいきます。また、「あかちゃん天国」などの親子の交

流の場の積極的なＰＲを展開します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

乳幼児クラブ実績 

実施回数：７４９回（０歳児：毎週火曜日、１歳児：毎週木曜日、

２歳児以上：毎週金曜日に実施） 

在籍者数：１，２９０名（子どものみ） 

利用者数：３５，５８５名（子ども及び保護者合計数） 

 

あかちゃん天国実績    73,762名（子ども及び保護者合計数）

 

決算額      乳幼児クラブ：３９１千円 

あかちゃん天国：２５，０２１千円 

利用者意見 

乳幼児クラブ：「同年齢の子どもが集うので、子ども同士がお互いに

刺激になり、親同士も情報収集ができる」「地域の中で同じ年齢の友

達ができてよかった」などの声が、保護者から寄せられています。

あかちゃん天国：「ちょっとしたことでも気軽に相談でき、不安が解

消された」「先輩ママからの身近なアドバイスが参考になった」「子

育ての息抜きの場になっている」などの声が、利用者から寄せられ

ています。 

 

事業課評価 

乳幼児クラブ：親の交流の場となり、子育てに関する気軽な相談窓

口となっている現状から、より身近な地域の子育て支援の場となっ

ています。 

乳児を持つ保護者にとっては、子育ての不安解消の要素が大きく、

幼児とその保護者にとっては、幼稚園入園に向けた集団参加の第一

歩として有意義な活動となっています。 

あかちゃん天国：土・日曜日にはお父さんも一緒に利用される姿が

多く、親子の交流の場となっていることがうかがえるとともに、育

児に関する相談も気軽に寄せられるなど、本事業が地域の子育て世

帯の「親力」の向上に強く結びついていくものと認識しています。

また、あかちゃん天国のＰＲのため平成２１年１２月から、区ホ

ームページに月ごとの行事予定等を掲載しています。今後は、より

多くの情報を積極的に発信し、事業等の周知徹底に努めていきます。

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・乳幼児クラブ 

（児童館７カ所） 

・あかちゃん天国 

（５カ所） 

・あかちゃん天国

の行事予定を月

ごとに区のホー

ムページに掲載 

・同左 

 

・同左 

 

・同左 

・同左 

 

・同左 

 

・同左 

・増設１カ所（平成 24年度） 

 

・増設１カ所（平成 24年度） 

 

・同左 
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【重点事業】         

施策名 事業内容 

●子どもと家庭の相談体

制の充実（再掲） 

｢子ども家庭支援センター」において、保健･心理･福祉などの相談員に

よる「子どもと子育て家庭の総合相談」を継続し個別に適切な支援を行

います。また、悩みや問題をより身近なところで相談できる体制を整え

るために、地域の児童館で子育て相談を実施します。 

21 年度実施状況等 

所管課 子ども家庭支援ｾﾝﾀ

ｰ 

子どもと子育て家庭の総合相談 

 受理件数２３０件（総合相談延件数１，８７７件） 

児童館巡回相談 ８５回 （相談延件数１４５件） 

 

相談事業決算額 

  １４，１９５千円 

 

利用者意見 

子ども家庭支援センターには、「きらら中央の事業をぜひ利用し

たいと思った。」、「育児の不安を気軽に相談できた。」、「相談員のア

ドバイスがとても参考になった。」といった声が利用者から寄せら

れています。 

また、児童館の利用者からは、「児童館の先生はいつでも気軽に

相談できて、心強い。」、「子育ての悩みを聞いてもらえる、ほっと

する場所。」との声が寄せられています。 

 

事業課評価 

子ども家庭支援センター「きらら中央」で実施している、「子ど

もと子育て家庭の総合相談」の相談受付日を、年々増加する相談に

迅速に対応できるよう、土日にも拡大しました。いつでも気軽に子

育てに関する相談が受けられる窓口として、区民に周知されつつあ

ります。 

今後も、子どもと子育て家庭のあらゆる相談に対応するととも

に、必要に応じて、専門機関やサービスの紹介等を行います。 

「きらら中央」の相談員による児童館巡回相談については、育児

に関する相談が気軽に寄せられており、育児不安の軽減につながっ

ていると考えています。経験豊富な相談員が児童館を巡回すること

により地域で子どもを見守る体制が強化され、専門機関やサービス

の紹介等適切な支援につなげられています。 

児童館での子育て相談の実施については、地域の身近な相談窓口

としての役割を十分に果せるように、職員の資質の向上を図るとと

もに、区民の皆様へのＰＲに努めます。 

今後も児童館との連携を強化し、必要な支援を継続して行ってい

きます。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

・子どもと子育て

家庭の総合相談

の実施（通年で相

談員の配置） 

・児童館での子育

て相談の実施（7

カ所） 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・同左 

・同左 

 

 

 

・増設１カ所 

（平成 24年度） 
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イ 障害があるなど配慮を必要とする子どもへの支援の充実（再掲） 

【重点事業】                          

施策名 事業内容 

●発達障害への早期対応

（再掲） 

子どもに関する施設・機関、特に「保健所・保健センター」、「福祉セン

ター」、「教育センター」、「東京都発達障害者支援センター（トスカ）」

などにおいて、相互に情報を共有して連携を図り、発達障害の早期対応

の強化を図ります。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉センター 

福祉センターに、子ども発達障害相談専属の常勤保健師を配置する

など相談体制を強化し早期発見、早期支援体制の充実を図りまし

た。 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

子ども発達相談

体制の強化等、早

期発見･早期支援

体 

制を充実 

関係部署の連携

による情報の共

有および役割分

担の明確化 

同左  

 

【重点事業】         

施策名 事業内容 

●職員のスキルの向上と

体制の整備（再掲） 

発達障害に関わりのある施設・機関の職員が研修等を通じてスキルの向

上を図ることにより、子どもや保護者が安心して適切な支援を受けるこ

とができるような環境づくりと体制を整備します。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉センター 

発達障害の知識を深めるため外部の専門研修への参加を通じて職

員のスキルの向上を図りました。さらに、専門研修に参加した職員

が職場全体に周知徹底をして知識を深めました。 

研修内容 

①実践セミナー 「気になる」子への保育・教育 

②秋のセミナー 評価をふまえた「気になる」子への保育教育 

決算額 ２２，４５０円(受講料)  

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

発達障害の知識

を深めるための

具体的な方法等

を検討 

施設・機関の職員

の専門研修への

参加、講演会の開

催 

同左  

 

21 



22 

【重点事業】                               

施策名 事業内容 

●子どもの総合的な発達

相談・療育・指導体制の整

備（再掲） 

福祉センターで実施している保育所等への巡回相談・指導を教育相談員

との連携を図りつつ充実するとともに、児童デイサービスの拡充など障

害のある子どもへのサービス等の支援のあり方についても区内のニー

ズを踏まえ検討します。 

また、子どもにとっての適切な就学について、保護者と教育機関が早い

段階から相談できる体制を整備します。 

21 年度実施状況等 

所管課 福祉センター 

保育所等と連携を図り、巡回指導の回数増の要望に応えました。 

就学については、学務課と就学相談の連携を図っています。 

平成 21 年度巡回相談実績 巡回指導件数 １８０回 

前期の取組 

21 年度 22 年度 23 年度 
後期（24～26 年度）の取組 

発達に関する相

談や保育園等へ

の巡回相談・指導

について、関係機

関等の役割や連

携の方法を検討 

統一的・継続的な

相談･支援のた

め、関係機関等に

よる連携体制の

構築 

同左 ・教育相談員等各機関の役割分担や連携を見

直し、巡回体制の強化や対象となる子どもの

速やかな把握、保護者に対する的確なアドバ

イス等を実施 

・福祉センターにおける子ども発達相談･指

導の充実と児童デイサービスとの連携強化

による総合的な相談・療育・指導体制づくり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


